
先進地視察 REPORT 

先進地視察研修会・金沢市視察ＲＥＰＯＲＴ 

 

２０１３年度先進地視察研修会は、２０１５年

（平成２７年）春に北陸新幹線開業を控えた金沢

市を訪問した。視察は１月３０日～３１日の日程

で、事務局を含む８名が参加して行った。 

今回の視察は金沢市役所などを訪問し、北陸

新幹線開通を見据えた観光に関する取り組みな

ど、同市の都市戦略や先進的な取り組み等の現

地視察を含めて実施した。駅東口は駅周辺整備

事業の一環として、訪れる人に差し出す雨傘を

イメージしたガラスのドーム「もてなしドーム」と、

伝統芸能に使われる鼓をイメージした「鼓門」が

完成し、既にその様相は一変していた。また、二

日目には「近江町市場」や「ひがし茶屋街」など

冬の金沢を散策するなど、駈け足ではあったが

大変有意義な視察となった。 

以下は視察概要及び参加者による視察レポ

ートである。 

 

期日： 平成２６年１月３０日（木）～３１日（金） 

視察先： 金沢市 

内容： まちづくり関連視察ほか 

〔１日目〕上越新幹線、ほくほく線経由「特急はくたか」を乗り継ぎ、金沢へ。市役所を訪問、

北陸新幹線開通を見据えた戦略や先進的な取り組み等について説明を受けるとともに、

質疑応答・意見交換を行う。終了後には「金沢２１世紀美術館」を訪れ、見学を行った。 

〔２日目〕金沢学生のまち市民交流館を訪問。担当者より「旧町名を生かしたまちづくり」「学

生のまち・金沢」などについて説明を受け、質疑応答・意見交換を行う。午後には「近江

町市場」や「ひがし茶屋街」「主計町茶屋街」などを訪問、見学し帰路についた。 

視察項目等： 

 １ 北陸新幹線開通を見据えた観光に関する取り組み 

 ２ 金沢市の歴史文化を生かしたまちづくり 

 ３ 金沢コンベンションビューローの概要等 

 ４ 旧町名を生かしたまちづくり 

 ５ 学生のまち・金沢 
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魅力いっぱいのまち 歩いて楽しい街並みがそこに 

 

代表幹事・専門委員 吉岡慧治 

  

平成２５年度の先進地視察について、平成２７

年春に北陸新幹線が開業予定の金沢市を選ん

だ。駅周辺の整備状況や、新幹線開業を見据え

た増客のための取り組みを知りたかったからであ

る。駅に着いての印象は、大変開放的で明るい

ことであった。また駅前広場には金沢らしい大き

な鼓をデザインしたディスプレーが、バスターミ

ナルと一体になった大きな陸屋根とともに目を引

く存在であった。 

 早速市役所を訪問し、今回担当してくれる議会事務局の歓迎を受けた後、担当者から現在

の準備状況について説明をしていただいた。印象に残ったのは、市街地内に関係する行政

組織を極力ワンフロアーに集めたということで、都市計画関係課・道路水路等土木関連課・上

下水道関係・建築関係等の連携が直に取れるようにして、無駄をなくすとともにスピードを図っ

たとのことであった。さらに、保存と開発の調和、景観関連条例等によるまちなみ保存の取り組

み、伝統的建造物群保存区域の指定、伝統的で高度な職人の技の伝承と人材育成、金沢町

家の保存と活用、歴史街づくりへの挑戦、等を推進しているとのことであった。 

新幹線開業に向けた取り組みとしては、世界で取り上げられたものとして、金沢駅（もてなし

ドーム）で、世界で最も美しい駅１４駅、世界で最も美しい駅ベスト１０に選出(いずれも米国)。

金沢２１世紀美術館、フリツカー賞受賞(２０１０年)、訪れたい国内・国外の美術館・博物館ラン

キング１０位(２０１２年)、外国人が「クール」と評した日本の観光スポット８位(２０１３年)など数多

くある。 

新しく企画した観光開発としては、富裕層向けプレミアムツアー、北陸飛騨３つ星街道、古

地図を活用した散策、金沢アーキテクチャー・ツーリズム、光きらめく金沢の夜の散策、体感！

金沢の旅、金沢クラフトツーリズム、金沢マラソン２０１５、観光交通の充実、その他イベント等が

あり、順次実現しつつある。 

街を歩いてみると、東・西・主計町茶屋街や、近江町市場等はさらに整備が進み、楽しみな

がらの散策ができるようになってきている。その他の歴史地区についても整備が進み、歩いて

楽しい街並みになってきた。 

色々な整備状況を羅列しただけになってしまったが、魅力いっぱいの素材の豊富な金沢市

が、さらに素材に磨きをかけて光り輝いてきた。他の都市の模範になるような、市街地活性化

に向けた都市経営(運営)をしていると感じた視察であった。 
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金沢市視察レポート 

 

幹事・専門委員 田中克己 

 

特急はくたか(北越急行ほくほく線)で金沢入り 

上越新幹線越後湯沢駅で乗り継ぎ、直江津

への最短距離を結ぶほくほく線の「特急はくたか」

で、金沢駅に到着した。車両を降りるとホームや

駅舎には琴の調べが流れていて、金沢の雅な

雰囲気をまず感じた。来春の北陸新幹線開業を

知らせるポスターがあちこちに掲示されている。

理想の都市研の金沢視察は、昭和６３年（１９８８

年）２月以来、２６年ぶりの二度目の視察である。

改札を出て、駅舎を包むガラスドームや鼓門を

見ることができた。前回の視察は真冬のイベント(フードピア)の視察と、コンベンションビューロ

ーの調査を目的として、そのソフト事業としての食談(著名人を招いて金沢の食を囲んでの座

談会)の実施に関心を持ったことを記憶している。 

 

金沢の個性…城下町の誇り 

視察第一日目は、金沢市役所を訪問した。市が取り組んだ街づくりの事業について、歴史

建造物整備課の説明を受けた。加賀金沢は戦災や震災の歴史がなく、江戸期(加賀藩)の街

並みが残り、伝統工芸、伝統芸能、食文化など歴史的文化遺産や武家社会の文化を伝える

茶屋の街並みや城下の惣構(遺構)の保存など、先進的取り組みの説明を受けた。昭和４３年

の伝統環境保存条例、昭和５３年の伝統的建築物群保存地区保存条例など全国自治体に先

駆けた条例制定と、補助事業で成果を上げてきている。これに先駆ける昭和４１年の京都・奈

良を対象とした古都保存法に刺激を受けて独自に事業化した取り組みでもあった。担当から

は「金沢は小京都」と言われることを潔しとしない。「京」とは違う武家文化の街であるとの考え

が示された。 
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独自の街づくり 

三つの茶屋街、城郭、寺院群、武家屋敷、町屋、街路遺構、用水網遺構、金沢城惣構など、

保存と開発の調和を図る取り組みが進められてきた。伝統的建造物群保存地区 (東山ひがし、

主計町、卯辰山麓及び寺町台４地区)の指定を受けて、まちづくり住民組織を発足させ、市民

参加の街づくり協定を締結している。また人材育成面で、建造物修復技術など、職人高度技

術の伝承や育成で(金沢職人大学校開校で、４００名卒業生の)実績について説明を受けた。

さらに金澤町屋再生活用事業として昭和２５年以前の伝統的構築物の修復、改修費の助成 

(年間予算４億円)によって幾つもの実績と成功事例を生み出している。 

 

来春の北陸新幹線開業と観光(コンベンションビューロー等)の取り組み 

金沢コンベンションビューローは昭和６０年に

全国に先駆けて設立されている。金沢市は一

か所で大会も宿泊もできるコンベンション施設

はない。しかし、分散型駅前コンベンションの利

用(音楽堂と４つの都市ホテルの活用)が定着し

て、それらの経験とノウハウにより１万人規模の

開催が可能となっている。ハード(施設)を優先

させるコンベンション都市戦略が多い中、金沢

市の取り組みは独自のものであり、冒頭に触れ

たソフト事業としてのフードピア「食談」も誘客に優れた効果をもたらした戦略であった。来春の

北陸新幹線開業によって金沢市ではコンベンションラッシュが予測されている。現段階で３００

人以上の大会が５９件、参加者１４万５９００人以上が金沢市を訪れる予定である。 

 

多様で多層構造のバウムクーヘン都市・金沢 

帰りの特急に乗る前に、市民の「食」を担う「近江町市場」を訪れた。店員からは、関東圏で

は「群馬の客が最も多い」と云う。北陸新幹線開業によって、関東圏の近接性が飛躍的（所要

時間が従来の５時間弱から、３分の１の１時間３０分に短縮される）に高まる。 

金沢市の視察で①街づくりのハード面の先進的な取り組みと、②住民参加のソフト面の独

自性のある取り組みの両面を知ることができた。すなわち伝統的建造物群の整備によって、都

市個性の中核としての魅力が強化され、これを「こまちなみ」にまで拡大して、またソフト面から

は旧町名復活推進事業や長期プランとなる学生のまち金沢推進事業、金沢の食文化の情報

発信、コンベンションビューローなど、多様で多層構造の都市「バウムクーヘン都市・金沢」を

創りだす取り組みである。 
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金沢市視察レポート 

 

幹事・専門委員 中森隆利 

 

北陸新幹線開業が１年後に迫った金沢市の現状を視察したが、到着した金沢駅東口正面

には北陸新幹線の延伸を見越した駅周辺整備事業の一つの

巨大な総ガラス製ドーム「もてなしドーム」と木製の「鼓門」が完

成して様相が一変していた。最初に訪問した市役所での詳細

にわたる説明を待たずして、駅に降りて直ぐに「北陸新幹線金

沢開業」の大きな懸垂幕や駅構内に置かれたパンフレット類の

質と量からからこの新幹線に対する取り組みと期待度の大きさ

が感じられた。丁度、駅中の土産物売り場も移転工事中で玄関

口の整備が進んでいる様子が見られた。 

 

市役所では「世界の交流拠点都市金沢」をめざすために金沢市の特色や新幹線開業への

取り組み、地勢的や歴史的な意味や金沢学生のまち市民交流館・歴史都市金沢の町づくり・

町乗り（レンタサイクル）、演劇などの練習会場としての市民芸術村など詳細に説明を受けた。 

 

その中で、私が最も興味を持ったのは金沢という古典芸能を中心とした和の文化に対して、

欠けていた西洋文化を本格的に取り入れるための取り組みである。その重要な事業の一つが

＊１ 「オーケストラ・アンサンブル金沢」創立であり、その全てを岩城宏之氏に託したのは大変

な決断だと思う。そして、０１年にはその本拠地として＊２ 「県立音楽堂」が完成し、現在の２代

目音楽監督の井上道義氏が積極的に関係し成功している「ラ・フォル・ジュルネ金沢」の開催

につながり、演奏会のメイン会場となっている。また、駅周辺に揃った金沢都ホテル・ホテル日

航金沢・ＡＮＡクラウンプラザホテル金沢などのシティホテルと共に、金沢の強みである医療関

係を含めた学会開催のコンベンション施設の中心にもなっている。 

 

もう一つの、歴史的な新しい取り組みは＊３ 「金沢２１世紀美

術館」である。今でこそ、現代美術館の象徴的な施設とその運

営の評価が定着しているが当初は賛否両論意見が分かれ、私

も開館間もない時期に訪れた時に、地元の人の何人かに道を

尋ねた折に、この美術館の事を聞いてみたが一応に「とんでも

ないものが出来た」の一言が帰ってきたのを思い出した。現在で

は日本を代表する現代美術館となっている。 
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＊１ オーケストラ・アンサンブル金沢 

戦時中に疎開して金沢で学生時代を過ごしたことのある岩城宏之

氏に音楽監督就任を要請し、その意見を入れてスタートしたユニーク

な楽団。特に、石川県と金沢市が中心となり設立した（公財）石川県音

楽文化振興事業団を運営母体としてスタートし、０１年からは県立音楽

堂を本拠地として活動し、毎年作曲家に新曲を委嘱するコンポーザ

ー・オブザイヤー制度や出身・国籍にかかわらず幅広く人材を募った

日本で最初の常設のプロ室内管弦楽団。名前も県名ではなく欧米に

ならって都市名を付けたのも岩城さんである。 

＊２ 石川県立音楽堂 

２００１年に金沢駅東口の一等地に完成した演奏会場で、建物の右

上にはかなり遠くからも見える井上音楽監督の大きな映像が張られて

いてオーケストラ・アンサンブル金沢の本拠地であることが直ぐに分か

る。施設運営も（公財）石川県音楽文化振興事業団が行っているため

にホールとオーケストラの一体管理が出来ている。このために定期演

奏会だけでなく、他県のホールとのオペラの共同製作などに取組むこ

とでき、入場料は１万円を切る割安な設定が可能となり“石川県にはオ

ペラやバレーは来ない”と言われていた地元の要望にも応えている。メ

インのコンサートホールは１５６０席のシューボックス形式でパイプオル

ガン付の本格的なクラシック専用ホールと伝統芸能やアンサンブル演

奏に使用される邦楽ホール、演奏会以外に講演会やイベントなど多目

的に使用できる交流ホールの３つを設け、音楽情報やプレイガイド専

用の音楽堂チケットボックスも完備した全国でも珍しい音楽文化施設

で各施設を見学し、説明を受けた。メインホールではオーケストラ・アン

サン金沢のリハーサルが行われていて、その音と響きの良さは素晴ら

しかった。 

＊３ 金沢２１世紀美術館 

ワークショップなどを大幅に取り入れた家族連れでも楽しめる現代美

術館で、金沢市の中心に位置し、兼六園からも近い円形の総ガラス張

りのユニークな建物で、無料でも多くの作品を鑑賞できる独特な構造と

なっている。 

丁度、「島袋道浩：能登」を開催中で、ただの展示会ではなく能登を

旅して現代アーティストの視点で発見したことを元に新作を作り、また、

金沢を中心とした若い人たちの参加を通じて現地で見たものなどを展

示室で再現するなど作家の視点で能登を感じる取り組みが見える。    
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金沢市視察レポート 

          幹事・専門委員 中島資浩 

                            

 金沢市は、来春、悲願の北陸新幹線開通を迎えます。そこで、北陸新幹線の分岐点となる

高崎駅を抱える本県にも、少なからず影響があるものと考え、平成２６年１月３０日・３１日の２日

間、金沢市のまちづくりについて、視察させて頂きました。以下はその概要です。 

 

１ 北陸新幹線開通を見据えた観光に関する取り組み～世界を見据えたまちづくり 

金沢市はかつて、“加賀１００万石”として名高い、前田家の城下町として栄華を誇りました。

今でもその歴史と伝統文化を生かしたまちづくりを進めています。 

しかし、金沢市は、その恵まれた観光資源に甘んじることなく、国内はもとより、世界を見据

えたまちづくりを進めていることが分かりました。 

その象徴が、北陸新幹線の玄関口ともなる「金沢駅東口鼓門・もてなしドーム（平成１７年完

成）」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（金沢駅東口鼓門・もてなしドーム） 

 

新駅の建設にあたっては、金沢の歴史・伝統的なものとするのか、それとも、新しく斬新で近

代的なものとするのか、侃諤の議論があったとのことですが、最終的には、鉄骨造でガラス張り

の大変斬新で近代的な外見としながらも、日本古来の楽器である鼓をイメージしたものとし、歴

史・伝統の中に思い切って近代的なものを取り入れたものとなりました。その結果、米国の旅

行雑誌「トラベル・レジャー」ウェブ版（平成２３年１２月２７日付け記事）で世界で最も美しい駅 

１４駅に選出され、米国の天気予報チャンネル「ウェザーチャンネル」（平成２５年２月２２日付

け記事）では、世界で最も素晴らしい駅ベスト１０に選出されました。 

また、今や金沢市の新観光名所とも言える「金沢２１世紀美術館（平成１６年開館）」は、「建

築界のノーベル賞」とも言われるプリツカー賞を２０１０年に受賞し、ＪＴＢの「訪れたい国内・海

外の美術館・博物館ランキング」で１０位（平成２４年８月２４日付け記事）にランキングされまし
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た。 

この２例に象徴されるように、金沢市は、恵まれた歴史と伝統に決して甘んじることなく、日

本を代表する都市から、世界を見据えたまちづくりを進めようとする極めて前向きな考え方に、

大変感銘を受けました。 

 

２ 金沢市の歴史文化資産を生かしたまちづくり～徹底した個性・魅力のブラッシュアップ 

一方、金沢市は、徹底した歴史文化遺産を生かしたまちづくりを進めています。 

その１つが、旧町名の復活です。昭和３８年以降の住居表示の実施に伴い整理統合され、

藩政期に由来する由緒ある小さな町の町名を失いましたが、後に旧町名は、その土地の歴史

を刻み、人々の営みや情景を映すかけがいのない貴重な歴史的文化遺産として捉え、よりよ

いコミュニティを推進していくうえで極めて重要であるとし、旧町名の復活を推進してきました。

これまでに、主計町（かずえまち）、下石引町（しもいしびきまち）、飛梅町（とびうめちょう）、木

倉町（きぐらまち）、柿木畠（かきのきばたけ）、六枚町（ろくまいまち）、並木町（なみきまち）、袋

町（ふくろまち）、南町（みなみちょう）、下新町（しもしんちょう）、上堤町（かみつつみちょう）な

どの伝統ある１１町名が復活しています。 

また、金沢市では、優れた文化的景観を始め、城下町の伝統と文化を継承・復活し、生か

す取り組みも行っています。茶屋町を伝統的建造物群保存地区とし、修復にあたっての補助

制度や修景基準を設けるなど、一度は失いかけた歴史・文化的景観を取り戻し、今やひがし

茶屋街や主計町などは、金沢を代表する観光名所となっています。 

その中で特筆すべきは、歴史的建造物の修復にあたって、当初は京都などから職人を呼び

寄せていたとのことでありましたが、コストや時間的な問題を解消すべく、新たに金沢職人大学

校を設立し、伝統技術職人の養成を行いました。 

なお、このことが、市内企業への経済波及効果にも繋がっているとのことでした。 

そして、今回の視察研究で、地域の個性や魅力を改めて掘り起こし、徹底的に磨く取り組み

こそ、まちの魅力に繋がるということを、改めて実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ひがし茶屋街） 
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金沢レポート２０１４ 

 

          幹 事 高井俊一郎 

 

■動き出した金沢 

高崎市と金沢市は友好交流都市協定を結んでいる。 

それゆえ金沢市には定期的に赴いているが、今回改めてこの都市のポテンシャルと戦略に

驚かされた。この都市のポテンシャルは元々光るものがあったが、昨今世界からも注目されだ

している。 

東京、京都、鎌倉の誰もが知っている観光地に比べて「知る人ぞ知る都市」金沢は海外から

特に西洋人からすると、まさにクールなまち。例えば金沢駅・もてなしドームは「世界で最も美し

い駅１４選(米国旅行雑誌トラベル・レジャー)」、「世界で最も素晴らしい駅ベスト１０(米国ウェザ

ーチャンネル)」に選ばれている。 

また金沢２１世紀美術館は訪れたい美術館ラ

ンキング世界１０位(ＪＴＢ調査)に、金沢海みらい

図書館は世界の素晴らしい公立図書館ベスト４

(英国ＢＢＣ放送)に、ミシュラン・グリーンガイド・ジ

ャポンでは兼六園は星３つ、２つ星は金沢２１世

紀美術館、武家屋敷跡野村家、１つ星は東茶屋

街をはじめ１０以上もある。正に世界の観光都市

へと変貌しつつある。 

 

■加賀百万石の素地を活かして 

金沢城、兼六園、茶屋街、食文化や伝統工芸

など加賀１００万石前田藩が培ってきた独自の文

化が基礎になっているが、その素地の上にある

現代の施策も質が高い。金沢２１世紀美術館、

海みらい図書館、金沢駅もてなしドームなどは正

に象徴的である。「不易流行」その素地を活かし

て未来への革新的なハード事業である。 

またソフト施策の質も高い。加賀友禅、金沢漆

器、金沢箔などの伝統工芸を観光、産業に繋げ

ているだけではなくユネスコの創造都市認定に結びつけているなど聡明である。また明治期に

加賀藩の藩校を源流とした金沢医学館や旧制第四高等学校などの学術文化性を活かして

「学生のまち」としても展開している。京都と同様に文化素地と地域ブランドが合わさり金沢学

生のまち市民交流館や金沢まちづくり学生会議などの具体的施策もうまくいっている。高崎市
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にも大学がたくさんあるがまちなかに校舎がないこともあり、そのメリットを十分に活かしきれて

いるとは思えない。 

「喫茶あすなろ」の施策を足掛かりにして、もっと参画型の施策を大学生を交えて議論をして

挑戦するべきであろう。 

 

■結びに 

金沢視察で感じたことは地域の持つ本質、特徴(メリットもデメリッも)を整理してそれを磨く施

策を的確に行うといったシンプルなこと。金沢と比べたら弱いが高崎もその本質を整理すること

から始めるべきだろう。 

所見だが、高崎も前橋も豊臣秀吉の命で徳川家康が江戸の町を造る時に大きな都市計画

の一環として造られた衛星都市である。 

もちろんそれ以前の東国文化があったが、都市としての文化はこの時期であろう。 よって、

東京との関係性は切っても切れないはずであろう。 ここが金沢市をはじめ、一般的な地方都

市とは大きく違う本質であろう。 

この１００キロ、時間軸が大きく変化してもこの関係性を紐解くことが高崎、前橋の発展の鍵

ではないかと考える。 

それにしても、金沢市の文化度には驚かされた。 


